
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やがて大樹になるために ― 校歌の一節より ―  

  創立時の「一つでも良い。自分の優れた能力を見出してその芽を伸ばせる学校にしてみたい。」という理念を今日でも継承しています。 

教育目標 

中学校における教育の基礎の上に高等学校普通科の教育を施し、

人間性の涵養
かんよう

と品性の向上につとめるとともに次の諸点に特に

意を用いる。 

１ 理想を高くもち研究心旺盛な人となる。 

２ 各自の特性を活かし誠実にして実践力ある人となる。 

３ 健康明朗にして幅広く協調性ある人となる。 

特色  

 本校では、これから大きく変化する社会の中で、最も求めら

れる力である、「主体的に学び続け、課題を発見し解決する力

＝『自学力
じがくりょく

』を育成します。 

日々の授業のほかに、進路実現や学力補強を目的として長期

休業中の講習・補習を実施しています。生徒が自学力を高め、

確かな学力を身に付けるよう、学習支援を行っています。生徒

一人ひとりに対して丁寧に対応し、面倒見のよい学校であり続

けたいと思っています。 

港北高校の生徒は、「何事にも明るく素直で前向きに。自分

で考え、最後までやり遂げる。」という港北スピリットを受け

継ぎ、部活動、学校行事や委員会活動に積極的に参加していま 

 

す。特に体育祭（６月）、思港
しこう

祭
さい

（文化祭、９月）、球技大会

は生徒中心に自主運営され、大いに盛り上がります。 

教育活動の特徴 

○基礎・基本の定着（教育課程） 

 教科・科目の学習内容を着実に理解、定着させるために、

１・２学年においては必修科目を多く設置し、基礎力を確かな

ものにしていきます。また幅広い知識の習得を目指し進路選択

の幅を広げます。    

○様々な進路に対応する授業展開（教育課程） 

 ２・３学年においては、国公立大学への進学をはじめ、様々

な進路に対応するため、文系・理系のコース分けとともに多様

な科目を選択することができます。  

○「主体的・対話的で深い学び」による授業 

 生徒の能動的な授業への参加を促す「主体的・対話的で深い

学び」による授業を実践しています。ペアワーク・グループワ

ークや、発表・教え合いなどの言語活動を行うことにより、知

識を活用し深く学び、思考力・判断力を鍛え、表現力とコミュ

ニケーション能力の育成を目指しています。 

 

＜学校案内図＞ 

利用交通機関 

●東急東横線大倉山駅下車徒歩約18分 

●市営地下鉄ブルーライン新羽駅下車徒歩約16分 

●ＪＲ横浜線・市営地下鉄ブルーライン・相鉄東急 新

横浜線 新横浜駅 下車徒歩約25分 

●ＪＲ鶴見駅西口より市営バス（41系統）「太尾堤」下

車徒歩約５分 

所在地：横浜市港北区大倉山７丁目35番１号 〒222-0037 

電 話：045(541)6251 

ＦＡＸ：045(545)7871 

ＵＲＬ：https://www.pen-kanagawa.ed.jp/kohoku-h/ 

創 立：昭和44年１月 

課 程：全日制 

設置学科・生徒数・学級数 

 １年 ２年 ３年 計 

普 通 科 358 357 309 1024 

学 級 数 ９ ９ ８ 26 

（生徒、学級数については令和８年４月現在） 
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○「自ら主体的に学び続ける力(自学力
じがくりょく

)」の育成 

「総合的な探究の時間」は「思港
し こ う

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」というタイトル

で、「自学力
じがくりょく

」を育成するために３年間にわたり探究活動を行

います。 

○地域に根ざした学校 

体育祭では隣接する太尾小学校児童と玉入れを行ったり、吹

奏楽部、調理部、書道部、ダンス部などの部活動で、地域との

交流が行われています。大倉山の地域子育て支援施設「どろっ

ぷ」の活動や地域の催物に本校生徒が参加することもあり、交

流を深めるだけでなく学校外での学びの場にもなっています。

学校外での学習活動やボランティア活動の成果による単位認定

も行っています。 

 

卒業生の進路状況(令和８年３月卒業生) 

大 学    短期大学 専門学校 就  職 その 他  

304人 3人 12人 ０人 31人 
  
     

○令和７年度 主な指定校推薦のある大学 

横浜市立大学/明治大学/中央大学/立教大学/青山学院大学/法

政大学/学習院大学/明治学院大学/成蹊大学/成城大学/東京都

市大学/日本大学/昭和女子大学/駒澤大学/専修大学/神奈川大

学/國學院大學/武蔵大学など多数  

〇令和７年度 主な四年制大学 合格実績 

横浜国立大学/横浜市立大学/埼玉大学/茨城大学/神奈川県立保

健福祉大学/東京都立大学/北九州市立大学/青山学院大学/麻布

大学/大妻女子大学/学習院大学/神奈川大学/鎌倉女子大学/関東

学院大学/北里大学/共立女子大学/杏林大学/工学院大学/國學院

大学/駒澤大学/実践女子大学/芝浦工業大学/上智大学/昭和医科

大学/昭和女子大学/昭和薬科大学/成蹊大学/成城大学/専修大学

/玉川大学/多摩美術大学/中央大学/東海大学/東京家政大学/東

京経済大学/東京工科大学/東京電機大学/東京都市大学/東京農

業大学/東京理科大学/東洋大学/日本大学/日本女子大学/日本体

育大学/法政大学/武蔵大学/武蔵野大学/武蔵野美術大学/明治大

学/明治学院大学/明星大学/立教大学/早稲田大学など多数 

 

部活動の主な活動実績 

〇吹奏楽部  

・第26回横浜吹奏楽コンクール  金賞・代表 

〇軽音楽部 

・第23回神奈川県高等学校軽音楽コンクール決勝出場 

・第12回全国高等学校軽音楽コンテスト出場 

・第24回神奈川県高等学校軽音楽コンテスト決勝   

  Scarvaty 奨励賞 

  Repeat 準グランプリ（３位通過） 

〇書道部 

・第49回全国高等学校総合文化祭 書道部門出場 

〇放送部 

・第72回NHK杯全国高校放送コンテスト  

・アナウンス部門準々決勝出場、朗読部門準決勝出場 

・第49回全国高等学校総合文化祭 朗読部門出場 

 

〇陸上競技部  

・全国総体（インターハイ） 男子400m ３位 

・関東高等学校陸上競技大会 

  男子400m ２位 男子やり投げ、3000mSC出場 

＜部活動＞ 

 陸上競技／男子・女子バレーボール／男子・女子バスケットボール

／バドミントン／サッカー／男子・女子テニス／硬式野球／卓球／剣

道／水泳／ダンス／吹奏楽／軽音楽／茶華道／美術／書道／写真／放

送／調理／漫画・文芸／囲碁・将棋／天文／コンピューター部 

 

学校行事 

行事はすべて生徒中心に自主的に運営されています。体育祭

は「赤・青・紫」三色対抗で行われ、応援合戦は大きな盛り上

がりを見せます。思港
しこう

祭
さい

（文化祭）では、各クラスが「港北大

賞」をめざし、趣向をこらした出し物で競い合います。調理部

のカレーとマドレーヌには毎年長蛇の列ができます。 

 

  

 

 

生徒会長より一言 

 受験生のみなさん、こんにちは！ 

港北高校の魅力を紹介します。 

テスト前は図書館や教室に残って勉強する様子が見られます。

しかし行事の時は全力で協力し、楽しんでいます！体育祭や文

化祭だけでなく、委員会や生徒会では生徒が主体となって行事

を盛り上げています。また、先輩と後輩はもちろん、先生とも

仲が良くあたたかい雰囲気の学校となっています。授業外も先

生方が勉強を見てくださったり、進路の相談にのってくださっ

たりしています。 

港北高校はいろいろなことに挑戦し成長することはもちろん、

最高の思い出を作ることができる素敵な学校です。来年度、制

服を着たみなさんと学校生活を送れることを楽しみにしていま

す！ 

 

 

令和７年度思港
しこう

祭
さい

 書道部によるパフォーマンス 


